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ものづくりから考える暮らしと化学

1 . はじめに

熊本大学工学部付属革新的ものづくり教育センタ ー

を中心として、 工学部以外の全学の学生にも、 モノづ

くり教育を広げる試みの一環として、 学部1年生向け

の体感型授業「基礎セミナーものづくり入門」を工学

部以外の学生に対して開講しています。 その中のひと

つのプログラム「ものづくりから考える暮らしと化学j

を開講しました。 入学したての1年生の最初の教養の

授業のひとつとして開催しています。 それぞれの作業

は、 20名のクラスを5班にわけ4名ずつの小さなグ

ノレープで、 ものくり工房という作業のできる環境で9

0分x7回の授業を行なっています。 参加学生は、 工

学部以外の希望者から選んでおり、 医学・薬学・理学

などの理系の学生に教育学部の学生が混ざった構成に

なっていました。

2. 授業の目的

科学技術 ・ 化学 ・ 高分子を受講生自身が身近に感じ

てもらうことを目的としています。実際に手を動かし、

簡単な実験を行うことで、 身の回りにあふれる製品や

現象に潜むサイエンスを感じてもらうことを狙ってい

ます。 身の回りの工学として応用されている物理原理

や化学反応の一部を理解してもらうことで、 自分の周

りに広がる科学技術、 知の広がり、 広さを知ってもら

うことを目指しています。

大学入学したての学生さんたちに、 自分の専門とす

ることになる専門分野を超えて、 科学そのものを学ぶ

ことの意義と重要性を理解してもらえればと願ってい

ます。 なにより科学技術に関する知的好奇心を喚起す
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（基礎セミナー）物質生命化学科 園武 雅司

ることを目的としています。 加えて、 全く所属の異な

る学生間での共同作業を通して、 互いの意見に耳を傾

け、 意見を述べ合うなど、 ブレイン ・ ストーミングを

経験させることもz且っています。

3. 授業の進め方

最初の授業（座学）を除いて、 その意外の授業はす

べてモノクリ工房において、 実験を行いました。 授業

では、 実験を行う前に、 その日のテーマに関連する基

礎的な物理科学の講義を簡単にしています。 講義途中

や最後に、 取り上げたテーマに関するトピックを説明

したり、 ビデオ教員からより深く補足説明しました。

実験を行う授業では、 研究室の4年生にテーマごと

に2名ずつ手伝ってもらっています。 実験の内容、 進

め方のプランニング、 受講生への説明、 指導をすべて

を基本的に自分たちで考えて担当してもらいました。

実験そのものは、 簡単なものですが、 研究室に入った

ばかりの4年生にとって（1 ）準備のための段取り、

( 2）実験の意義、 特に裏に隠れたサイエンスを受講

生にわかりやすく説明するための工夫という点で苦労

しているようでした。 彼らが説明しきれない部分は、

教員が補足する形で説明しています。

4. 授業の内容

4. 1科学するとは？ 科学とエセ科学

科学リテラシーを身につけることは、 大学の教養科

目として非常に需要です。 最初の講義は、 通常の講義

室で座学として行いました。 コ ミュニケーションの話

とエセ科学の話を、 ビデオを紹介しながらしました。

最初の話は、 他人との コ ミュニケーションを怖がらな

いようにというメッセージで、す。 直接話すより、 チャ

ットやショートメーノレなど、 距離のある コ ミュニケー

ションを取ることを好み、 その一方でこうしたツ ール

で人と繋がっていないと不安に感じる傾向が昨今の学

生にあります。 コ ミュニケーションに限らず、 チャン

レンジすること、 深く取り組んで初めて見えてくるも

のがあるというメッセージを送っています。 そのメッ

セージを伝えるために、 スティ ーブ・ジョブズの有名

なスピーチを紹介しました。

もう一つは、 科学に対するリテラリーとして、 エセ

科学を取り上げました。 実例をあげながら紹介し、 科

学的に物事を考える基本とその重要さを説明しました。






